　　　
活 動 事 例 発 表
　Ⅰ．「なはりテレワーカークラブの事例」
　　　　　進行役　：　奈半利町地域雇用促進協議会　　小松 恵一氏
　　　　　発表者　：　奈半利町役場　　　　　　　　　柏木 雄太氏
　　　　　　　　　　　なはりテレワーカークラブ　　　西岡 美智子氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安岡 多恵氏
　　１　奈半利町の取り組みと課題（柏木 雄太氏）
　　　①　奈半利町の概要　
　　　　　　奈半利町は、県東部に位置し竜馬空港より車で約１時間の距離である。
　　　　　　面積  ： 28.3Ｋ㎡、 人口  ： 3,783人
　　　②　人材育成を核とした地域活性化ＰＪ推進
　　　③　加領郷漁師の郷（さと）に「よってたかって」生み出す雇用機会
　　　④　スキルと場ときっかけを得ることで、今まで地域に埋もれていた資源が財とな
　　　　　り雇用機会を生み出す。
　　　⑤　テレワーカー育成の経過
　　　⑥　実地訓練「奈半利の味噌を売り出そう！」プロジェクト
　　　⑦　「奈半利の味噌を売り出そう！」プロジェクト
　　　⑧　取組みの成果
　　　⑨　地域活性化ＰＪから生まれた4つのグループ活動
　　　　　・なはりテレワーカークラブ
　　　　　・加領郷漁協女性部（もたみ市）
　　　　　・なんでも市加工グループ
　　　　　・奈半利町海洋観光グループ
　　　⑩　今後の取り組み
　　　　　・各種住民団体との連携強化
　　　　　・中心団体の育成等
　　２　なはりテレワーカークラブ～軌跡～（西岡 美智子氏・安岡 多恵氏）
　　　①　なはりテレワーカークラブ
　　　　（紹　介）

　　　　　・高知県地域版アウトソーシング受託事業者として登録。過疎地におけるテレ
　　　　　　ワークの実践のほか、ＩＴスキルを活用した地域団体の活動支援、情報発信、
　　　　　　また地域住民を対象にパソコンの普及や技術の向上を目的としたボランティ
　　　　　　ア活動等を行っている。
　　　　
（歩　み）

　　　　　・平成19年10月、「なはりテレワーカーククラブ」を結成
　　　　　・平成20年3月、地域版アウトソーシング受託事業者に登録
　　　　　・同年6月、活性化センターに事務所を開設
　　　　　・平成21年5月、活性化センター2階に、「パソコンの図書館」を開催
　　　　（会員数）
　　　　　・結成当初は、男性3人、女性3人、計6人でスタート。現在は男性2人、女
　　　　　　性5人、計7人で活動している。
　　　　（組織構成）
　　　　　・組織は、代表・統括・監査の役職及び活動の柱として「ワーク」「ボランティ
　　　　　　ア」「お土産品開発」の三部門を設置。各部門にリーダーを置き必要に応じて
　　　　　　協議をしながら運営をしている。
　　　②　発　足
　　　　　・「奈半利町地域雇用促進協議会」が平成19年1月から平成21年3月まで実施

　　　　　　した人材育成事業の一つである「テレワーカー育成研修」がきっかけとなり、

　　　　　　「もっと学びたい」「本当に仕事につなげたい」という受講生らが集まり、平

　　　　　　成19年10月、「なはりテレワーカークラブ」が誕生した。
　　　　　　また、奈半利町行政の協力と理解を得て、平成20年6月に事務所を開設する。
　　　③　活　動
　　　　・テレワーク部門
　　　　　テレワークとは、通信ネットワークを利用してオフィス以外の場所で働く労務
　　　　　形態を言い、内容は次のとおりである。
　　　　　「テープ起こし」　：録音された音声を再生し、それを文章に起こす
　　　　　「パソコン講師」　：テキスト作成から講座まで行う

　　　　　「データ入力」　：アンケートなど、さまざまな集計・分析を行う

　　　　　「デザイン関連」　：ホームページ制作からチラシまで幅広く行う
　　　　・ボランティア活動部門
　　　　　「パソコンの図書館」
　　　　　　奈半利町がリース設置したパソコンを使用して奈半利町民対象にパソコンの
　　　　　　普及活動を月に2回開催している。
　　　　　「その他の活動」
　　　　　　地域団体の活動応援としてPR用のチラシ作成、またスクールボランティア

　　　　　　として加領郷小学校のホームページ更新の手伝い等を行っている。
　　　　
・お土産品開発部門
　　　　　　奈半利の土産として、ちょっとした記念にできるような物をとの思いから、
　　　　　　まゆ小物作りに着目、平成21年７月の徳島県東みよし町への視察から、試行
　　　　　　錯誤を繰り返し、同年10月、奈半利駅物産館「無花果」において販売を開始
　　　　　　する。現在では町内外4ヵ所で販売をしている。
　　　　・ホームページやブログによる情報発信
　　　④　成　果
　　　　・業務実績

　　　　　（金額及び内容からみた実績）
　　　　　　　平成19年度・・・・・198万円
　　　　　　　平成20年度・・・・・ 73万円
　　　　　　　平成21年度・・・・・221万円
　　　　　（アウトソーシングの実績）
　　　　　　　平成20年度・・・・33万円　　45％
　　　　　　　平成21年度・・・・66万円　　31％
　　　　　（平成19年度）
　　　　　　　香美市図書館業務　奈半利町行政や協議会の後ろ盾なくしては受注できな
　　　　　　　　　　　　　　　　いものであり、思い出深いこの仕事が、「なてれ」の活　動を支えてきた。
　　　　　　　奈半利味噌の　　　なはりなんでも市加工グループの鏡川で行われる「ふ
　　　　　　　　チラシ作成　　　るさと祭り」用の手配りチラシを作成。その際のチラ
　　　　　　　　　　　　　　　　シに関するアンケートによると好評であった。
　　　　　（平成20年度）
　　　　　　　奈半利町福祉　　　年始に新しく発行する広報誌のデザインの仕事をいた
　　　　　　　　　　だより　　　だき、好評を得ている。

　　　　　　　パソコン講師　　　パソコン講師に初挑戦、これがきっかけとなり講師の
　　　　　　　　　　　　　　　　仕事をいただいている。
　　　　　　　ホームページ　　　なはりなんでも市加工グループのHP制作を行う。こ
　　　　　　　　　　　制作　　　の業務では、取材等を通じて当クラブのモットーの一

　　　　　　　　　　　　　　　　つである「地域おこし」の部分で何をしなければなら
　　　　　　　　　　　　　　　　ないかということが見えてきた。
　　　　　（平成21年度）
　　　　　　　ラベルデザイン　　なはり観光文化協会から、特産品発売をするためのラ
　　　　　　　　　　　　　　　　ベルデザインの依頼を受け制作した。「金のいちじく」
　　　　　　　　　　　　　　　　や「奈半利ツガニうどん」がある。
　　　　　　　ホームページ　　　加領郷漁協の女性部のHP制作や、イベント用のチラ
　　　　　　　　　　　制作　　　シを作成。
　　　　　　　森林鉄道遺産を　　旧魚梁瀬森林鉄道施設が近代化遺産として国の重要文
　　　　　　　保存・活用する会　化財に指定されたのを受けて、シンポジウムの告知チ
　　　　　　　　　　　　　　　　ラシから取材・テープ起こし・報告書のデザインとい
　　　　　　　　　　　　　　　　った一連の作業をさせていただいた。
　　　　　（平成22年度）
　　　　　　　ホームページ　　　奈半利町海浜センター「海辺の自然学校」のHPを制作。
　　　　　　　　　　　制作　　　
　　　　　　　ホームページ　　　奈半利町内で取り組んでいる「ICTふるさと元気事
　　　　　　　　　　の管理　　　業」のコンテンツの管理を行う。
　　　　・ボランティア実績
　　　　　実施報告　　実施回数・・・・・　24回
　　　　　　　　　　　参加人数・・・・・123人（延べ人数）
　　　　　　　　　　　年代別来館者・・・小学生53％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　人38％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他 9％（幼児・中学生）
　　　　　　　　　　　感　想　「大変良い」と「良い」・・・・・・89％
　　　　　　　　　　　　　　　「あまりよくない」・・・・・・・・11％
　　　　　　　　　　　主な感想：おもしろい（小1女児）・パソコン用語から教えていた
　　　　　　　　　　　　　　　　だき、よくわかりました（大人）等
　　　⑤　課　題
　　　　・年間計画が立てづらい

・営業力の不足
　　　　・安定的な運営


・ワーカー不足
　　　⑥　今後の目標
　　　　・スキルアップ
　　　　・後継者の育成
　　　　・私たちが仕事をすることで、地域の活性化を図る
　　　　・町との連携強化
　　　⑦　なはりテレワーカークラブのつながりについて
　　　　　県行政、奈半利町行政、町内外の各団体等、それぞれの団体との「つながり」
　　　　　が私たちの歩んできた軌跡であり、一番の成果でもあり、また可能性につなが
　　　　　るものであろう。
　　　　　当クラブも来年の干支のうさぎのように、「飛躍」することを目標に全員一丸
　　　　　となって取り組んでいきたい。
Ⅱ．｢仁淀自然素材等活用研究会の事例」
　　　　　発表者　：　によど自然素材等活用研究会会長　　　　井上 光夫氏

　　　　　　　　　　　NPOとさはちきんねっと事務局長　　　　坂本 真由美氏

　　　　　　　　　　　地域づくり支援課地域支援企画員　　　　西森 文明氏
　　１　「NPO法人とさはちきんねっと」について（坂本 真由美氏）
　　　（１）とさはちきんねっと

　　　　（紹　介）

　　　　　・平成12年10月、に女性のスキルアップの場として誕生する。「私おこし」を
　　　　　　合言葉に、インターネットを活用した「電縁」でコミュニケーションを展開、
　　　　　　平成15年にNPO法人化する。
　　　　　　現在は、“学ぶ・集う・繋がる”という掛け算方式でネットワークを繋ぎなが
　　　　　　ら活動中である。
　　　　（主な活動）

　　　　　・ホームページやブログの中でのコミュニティ形成

　　　　　・ポータルのサイトの運営や、「One Coin講座」の開催

　　　　　・子育てのコミュニティと連携した「パソコンサロン」の運営

　　　　　・母子家庭自立支援センターと協力したIT講習会や、人材育成事業の展開

　　　（２）「ICTふるさと元気事業」について

　　　　（事業概要）

　　　　　・活動を始めて10年目となり、本年度は総務省の「ICTふるさと元気事業」
　　　　　　を申請、交付金を受けて「はちきん塾」というプラットホームをつくり、講
　　　　　　座を展開している。
　　　　　　教育メニューは、現在自分がどの位置にいるかが分かる5段階のステップに
　　　　　　なっており、いろいろな切り口から講座に入れるような工夫がされている。

　　　　（主な講座）
　　　　　①「地域社会起業家養成講座」

　　　　　　　慶應義塾大学と協働した連続講座や遠隔事業

　　　　　②「私おこしワークショップ」

　　　　　　　iPhoneを使っての町並み散策やCM作りを展開

　　　　　③「地域の技術力アップ講座」

　　　　　　　目玉は徳島大学と連携した「アイコンアプリの開発講座」

　　　　　④アビリティーセンター協力による、意識改革や行動改革のノウハウ伝授

　　　　　⑤「公を担う講座」

　　　　　　　毎月一回、東京からゲストを呼んで5回セミナーを展開

　　　　（講座実績（11月8日現在））
　　　　　・講座数117講座、参加実績数1,299名

　　　（３）地域支援企画員西森さんに質疑応答（西森 文明氏・坂本 真由美氏）
　　　　（質問１）仁淀川町はどんな所か、簡単に説明をお願いします。
　　　　　西森氏　とにかく山や谷がすごく深く険しく、土佐弁で言うと「さがしい」所
　　　　　　　　　です。お茶の産地で有名で、国の重要無形文化財である神楽が三つあ
　　　　　　　　　ったり、「秋葉祭り」という伝統的なお祭りが未だに続いており、い
　　　　　　　　　わゆる「天界集落」というまとめ方ができると思います。
　　　　（質問２）具体的にどんな課題や現状があってこの講座を取り入れようと思った
　　　　　　　　　のですか。
　　　　　西森氏　合併して5年になりますが、お互いは「よそ」という意識で旧町村の
　　　　　　　　　壁が高い。地域の資源のよさや、売りになるものは何かということを
　　　　　　　　　みんなで考えるべきではないかと思いました。
　　　　（質問３）講座導入に対しての不安や期待はありませんでしたか。
　　　　　西森氏　やる気のある人が多く期待が大きかったので、不安はまったくないで
　　　　　　　　　す。今まで一堂に集まって考える機会がなかったので、いい取り組み
　　　　　　　　　になりました。
　　　　（質問４）講座後、気が付いた町民の変化は。
　　　　　西森氏　具体的には井上会長のような、地域のリーダー的存在が生まれてきた
　　　　　　　　　ことです。声をかけて企画提案をする中で、地域の人に頼られる存
　　　　　　　　　在となってきましたし、地域にまとまりができてきたように思います。
　　　　（質問５）仁淀川町を盛り上げる工夫については。
　　　　　西森氏　仕事をする上でのモットーは、ネットワークをどんどん広げていくこ
　　　　　　　　　とです。活動の「見える化」をするため、ブログとツイッターにより、
　　　　　　　　　地域団体の活動を中心に、地域のPR情報等を発信をしています。
　　　　　　　　　その他に、自主防災組織の活動支援や起業家養成講座、生業づくりの
　　　　　　　　　事業などに積極的に参加しながら提案を行っています。
　　２「によど自然素材等活用研究会」ついて（井上 光夫氏）
　　　（紹　介）
　　　　・昨年4月、西森さんのお世話により町内10人の仲間により結成する。町内だけ
　　　　　でなく、仁淀川モデルとして流域でのまとまった活動を目指し、目標は互いの
　　　　　観光や物産、情報交換である。「今あるものを見直して価値を出していく」とい
　　　　　う観点から環境と伝統に注目した活動を行っている。ホームページの名前は、
　　　　　仁淀川を意識した「2410 riv」。
　　　（開発商品ついて）
　　　　・会が開発した消臭剤「森から生まれた“森すみこ”」は、仁淀川町産の手すき和
　　　　　紙の中に、バイオマス発電から出る炭のパウダーが入っている。今まで山に捨
　　　　　てられていた端材を燃やして電気をおこしたり、ペレットにしたりする事業の中で出る、１日100キロの炭パウダーの使い道として考案した。和紙は、四代続く尾崎製紙所の繊維入り「ちり入り紙」であり、芸術作品を創るのに適しているが消費が少なく、両方で何かできないかということから繋がった商品である。

　　　（環境活動について）
　　　　①「第二次仁淀川清流保全計画」

　　　　　・県民から提案する形で、県と一緒に進めている事業

　　　　②「エコプロジェクト2010 in 仁淀川」

　　　　　・「親しむプロジェクト」（中流域）　中流域の黒瀬キャンプ場でカヌー教室を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施

　　　　　・「考えるプロジェクト」（上流域）　水生生物の観察や水質調査を、仁淀高校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から中学校に引き継ぐイベント計画

　　　　　・「守るプロジェクト」（下流域）　　土佐市の仁淀川河口でゴミ拾いを実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何が何個流れてきているかを調査し、シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンポジウムで発表する予定

　　　　　・「仁淀川シンポジウム」　　　　　 流域市町村をはじめ、仁淀川上流の1/3 

　　　　　　（来年2月開催予定）　　　　　　を占める愛媛県久万高原町も参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これをきっかけにし、観光や産業の交流
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に繋げていきたい

　　　（社会起業家養成講座について）
　　　　・仁淀川町では、各団体がそれぞれ活発に活動してきたが、やはり旧町村の壁と
　　　　　いうのがあった。合併して5年も経つのに、まだ「旧吾川では」「仁淀では」と
　　　　　言っていたのでは町の発展はない。何かできないかということで、今まで別々
　　　　　にやっていた神楽大会と産業祭りを、今年初めて一堂に会して、池川神社の境
　　　　　内でお神楽をやりながら前の駐車場で物産市を実施した。
　　　　　その結果「やっぱり、みんなでまとまってやるのがえいね」となり、講座で町
　　　　　の将来のことについて話す非常にいい機会となった。

　　　　①「地域社会起業家養成講座」

　　　　　・資源を見直すためのフィールドワークや、将来の仁淀川町について話し合う

　　　　　・最終目的は「定住人口を増やしたい」ということで、全グループの意見が一
　　　　　　致

　　　　　・観光協会であるとか、「まとまる化」の必要性が意見として多く出された

　　　　②「ふるさとインターンシップ事業」

　　　　　・大学生の目から見た仁淀川町

　　　　　　　高校生と町の将来について考える機会づくり

　　　　　　　地域に入っての聞き取り調査と、商品開発のプレゼン発表

　　　　　・ユネスコのジオパーク認定を目指し、世界に売り出す構想

　　　　　・高知学園短期大学の寺峯先生によるガイド研修

　　　　③「仁淀川デザイン学校」

　　　　　・高知大学と連携し、大学生により具体的な商品を開発中

　　　　④「Bスタイル事業」

　　　　　・仁淀川町で生きていくメニューをきちっとデータ化し、町内外に提示

　　　　　・空き家であるとか、耕作放棄地の情報もこれから調査予定

　仁淀川町を元気にすることにより仁淀川流域が元気になり、更にそれが高知県、四国、日本にどんどん広がっていければと思う。そういう繋がりの大もとになったのは、はちきんねっとの起業家養成講座がきっかけになったと思っている。
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